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　私どもはこれ等先人の業蹟を参照して，以下の術式によ
り，血液鉄を測定し，Wongの原法により測定した値とを
比較検討してみた。
試薬：1
　　　2
　　　3
　　　4
　　　5
　術式：10．O　m¢のメスコルベンに，
ておき’，　これに毛細管ピヘツトで採血した血液0．1mZを
入れ，反復ピAット内の血液を洗い出し，次いで濃硫酸を
1，0　meふりながら1滴ずつ加え，これを100。C温浴中に入
れる。次いで過マンガン酸カリ水溶液を2．Om乞加える。
その後，メスコルベンは充分に放冷した後，過硫酸カリ溶
液1．O　m，Z，　ロダンカリ溶液1．OmZを順に加えて，発色せ
しめ，10。Om¢の標線まで水を加えて混和し，溶液を濾過
して濾液について，比色定量す。比色には光電比色計を用
い，波長530mμで測定した。一方標準鉄を，同様の操作
で比色定量し標準グラフを作製し，これにより被検体の血
濃硫酸
2％過マンガン酸カリ溶液
飽和過硫酸カリ溶液
飽和ロダンカリ溶液一用に臨み濾過
標準鉄（1cc＝1mg　Ferric　iron　Merk製
　　　Iron　Wireを使用）
　 　　　　　　　　　約1m¢の水を入れ
液鉄量を算出した。
　その結果は第2表のBに示すとおりで，Wongの原：法
による測定値はAで．承してある。この表でわかるように，
Wongの原法による場合，全例とも血液鉄の低値を示し，
私どもの新しい方法による場合と比較すると，平均℃・　15％
の減少率を示しており，殊にNo．9，14の如く37．2，28．1％
と著しい減少率を示すものもある。かように血液鉄を測定
する場合，血色素より鉄を完全に分離せしめることが肝要
であり，これには過マンガン酸カリと硫酸による消化作用
が，より効果的と考える。　　　　　（昭和32．5．31受付）
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